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Ⅰ．はじめに 

内視鏡は、組織病変の観察だけでなく、患者に対する負担が少ない内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）など治療目

的でも日常的に使われている。使用した内視鏡は、体液や微生物で汚染されており、適切な再処理を必要とするが、

内視鏡は精密な機械であるため通常の滅菌手法を適用できない。そのため、内視鏡を介した感染が使用頻度の増加

に伴い危惧されている。そこで、内視鏡の適切な再処理のため、国際的には「Multi-society Guideline on Reprocessing 

Flexible GI Endoscopes: 2011」 が Infection Control and Hospital Epidemiology に掲載され、日本では日本環境感染学会、

日本消化器内視鏡学会、日本消化器内視鏡技師会より、2008 年に「消化器内視鏡の洗浄・消毒マルチソサエティ

ガイドライン【第 1 版】」が発行され、2013 年 7 月に「消化器内視鏡の感染制御に関するマルチソサエティ実践ガ

イド」として改定された。いずれも十分な洗浄と高水準消毒を実施すべきことが明示されている。 

現在、高水準消毒薬として汎用されている過酢酸、グルタラール、フタラールは、信頼性の高い消毒効果をもっ

ているが、細胞毒性が強く、揮発による咽頭刺激や、直接接触による皮膚炎・化学熱傷、飛沫による角膜障害、ア

ナフィラキシーショックなどの症例が報告されている。また、高水準消毒薬は何度も再使用されるのが一般的で、

繰返し使用による濃度の低下を招くため、開封後の日数や回数、濃度のチェックが常に必要である。さらに、「ラ

ンニングコストが高い」、「廃棄の方法や環境への影響」などの問題を抱えている。 

こうした中、わが国では医療機器の認可を取得した「機能水による消化器内視鏡洗浄消毒器」が、数多くの医療

施設において採用されている。機能水（強酸性電解水とオゾン水）は、日本で開発・評価され、より安全・安心で

かつ低コストでの消毒が可能で、人や環境に対する安全性が高く、廃棄も容易という長所をもっている。その反面、

有機物存在下では殺菌効力が容易に低下するという弱点がある。特に、生検や吸引を行うチャンネル内（内視鏡管

路内）は多量の粘液や血液などが付着するので特別の注意が必要である。したがって、機能水による確実な殺菌効

果を得るためには、高水準消毒薬の使用の場合と同様に、事前のブラッシング洗浄作業が特に重要である。 

そこで日本機能水学会では、これまでの知見をもとに財団法人機能水研究振興財団が進めてきた「機能水による

消化器内視鏡洗浄消毒のあり方に関する調査研究」に協力し、監修した。その成果として、内視鏡の前洗浄の確実

な実行と医療機器認可を取得した「機能水による消化器内視鏡洗浄消毒器」の特徴を生かした最も確実な使用方法

をまとめた標記の使用手引きが作成・刊行された。こうした取組みと使用手引きの内容が評価され、機能水研究振

興財団のホームページに使用手引きの開示が求められた。さらに、「機能水による消化器内視鏡洗浄消毒器」は“本

手引きを参照の上、各施設の責任において適正かつ慎重に使用することが強く望まれる”と「消化器内視鏡の感染

制御に関するマルチソサエティ実践ガイド」に記載されるに至った。 

 

     

＜使用手引きの内容＞ 

 1.使用する際の留意点     9.清浄度評価 

 2.内視鏡の前洗浄と機能水を用いた  10.消毒評価 

  消毒手順      11.強酸性電解水に関する Q&A 

 3.機能水とは      12.オゾン水に関する Q&A 

 4.強酸性電解水の開発・普及の経緯  13.強酸性電解水、オゾン水に関する 

 5.オゾン水の開発・普及の経緯     動向 

 6.強酸性電解水の特徴    14.終わりに 

 7.オゾン水の特徴     15.参考文献 

 8.環境基準      16.参考資料 
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Manual for the gastrointestinal endoscope washing and disinfecting apparatus 
using functional water: its significance and assignments 

Reviewing committee for the functional water-using washing and disinfection of the gastrointestinal 
organ endoscope, Japanese Society for Functional Water and Functional Water Foundation 

 The manual for the gastrointestinal endoscope-washing and disinfecting apparatus using functional water as medical 

instruments with governmental approval was introduced and its significance and assignments were reviewed. 


